
1 . はじめに
日本福祉大学 (以下, 本学と表記する) においては,

2013 年 1 月より Google 社の提供するクラウドサービ

ス1 Google Apps を導入し, メールサービスを Gmail

に移行した. 導入当初は, 利用者とサービス内容をごく

一部に限定していたが, その後, 所管部署による使用検

証等を経て, Google Apps の全学的な運用を同年 9 月

より開始するに至った2.

Google Apps は, メールサービス以外にも, ドライ

ブ (オンラインストレージとドキュメント作成・共有)

などのコラボレーションツールを有し, とくに,

Google＋ (ソーシャルメディア3／SNS4) をプラットホー

ムとして連携させることによって, 教職員－学生 (ある

いは学生－学生) 間の情報共有や協働学習を促進する上

で有益なツールとなり得る5. それはまた, 昨今の大学

における教育改革の主テーマのひとつともなっている,

｢大学教育の質的転換｣ ｢能動的学修 (アクティブ・ラー

ニング)6｣ を展開する上でも資するものと考えられる.

こうした背景のもと, 全学教育センター教育開発部門

では, 教育デザイン研究室とともに, Google Apps の

教育活用を推進するビデオコンテンツを開発している7.

なお, これは, 操作方法を解説する類の教材というより

も, 大学教育におけるいくつかの場面での利用を推し進

める, いわば, 普及啓発／プロモーションを目的として

いる.

以下ではまず, 大学外の動きとして, 学士課程教育に

おける質的転換／アクティブ・ラーニングへの転換の背

景や流れについて, 中央教育審議会答申等の政府機関資

料に基づきながら, とくに ICT 活用と関連づけつつ確

認する. そして, そこで謳われている大学教育の質的転

換／アクティブ・ラーニングの達成に有効な手段として

ICT を措定し, クラウドサービス／ソーシャルメディ

アの教育活用の事例をレビューする. そこでは,

Google Apps (Google＋) の有用性や, とくに意義が

認められる活用シーンを捉え, 本学における教育のいか

なる場面で効果的な活用が可能かを探る. その後, それ

らを踏まえた上で, 現在開発中の ｢Google Apps の教

育活用を推進するビデオコンテンツ｣ について, そのコ

ンセプトと特徴, 全体像と構成を詳述する. 最後に, 開

発したビデオコンテンツの利用方法や評価 (と改善) に
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ついて述べる.

2 . 学士課程教育における質的転換／アクティ

ブ・ラーニングへの転換と ICT 活用
2012 年 8 月の中央教育審議会 (答申) において, 学

士課程教育における質的転換, すなわち, 従来的な知識

伝達型の授業から能動的学修 (アクティブ・ラーニング)

への転換の必要性が謳われた.

従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業か

ら, 教員と学生が意思疎通を図りつつ, 一緒になって

切磋琢磨し, 相互に刺激を与えながら知的に成長する

場を創り, 学生が主体的に問題を発見し解を見いだし

ていく能動的学修 (アクティブ・ラーニング) への転

換が必要である (中央教育審議会 2012: 9).

ここで, 能動的学修 (アクティブ・ラーニング) とし

て捉えられているのは, ｢個々の学生の認知的, 倫理的,

社会的能力を引き出し, それを鍛えるディスカッション

やディベートといった双方向の講義, 演習, 実験, 実習

や実技等｣ である (中央教育審議会 2012: 9). また,

｢インターンシップやサービス・ラーニング8, 留学体験

といった教室外学修プログラム等｣ も挙げられている

(中央教育審議会 2012: 10).

そして, 学生には事前準備・授業受講・事後展開を通

して主体的な学修に要する総学修時間の確保が不可欠で

あり, 教育を担当する教員の側には, 学生の主体的な学

修の確立のために, 教員と学生あるいは学生同士のコミュ

ニケーションを取り入れた授業方法の工夫, 十分な授業

の準備, 学生の学修へのきめの細かい支援などが求めら

れるとしている (中央教育審議会 2012: 10).

そこで, 教員の側に求められている諸点のうち, とく

に, ｢教員と学生あるいは学生同士のコミュニケーショ

ンを取り入れた授業方法の工夫｣ ｢学生の学修へのきめ

の細かい支援｣ については, ICT (クラウドサービス／

ソーシャルメディア) 活用の有効性が多であると考える.

そもそも, ソーシャルメディアはその語義からして, 人

と人との間のコミュニケーション／関係性を促進 (支援)

することに寄与するものだが, これを対面授業における

教室に代わる空間／プラットホームとして活用し, 授業

時間外に学生と教員の間で個別的な質問／応答, 学生同

士がオンラインで共同作業 (文書の作成や編集) を行う

ことが想定できる. また, Google＋のハングアウト

(ビデオ通話) 機能を活用して, 夏期休業中での (遠隔

地に所在する学生を繋ぎ) オンラインゼミや, 授業時間

外での顔の見える学習支援を行うことも可能だろう. こ

のことはまた, 中教審が提言している ｢学生の十分な質

を伴った主体的な学修時間の実質的な増加・確保｣ (中

央教育審議会 2012: 11) にも寄与するものである.

ここで, 同答申が前提にしていると考えられる 2008

年 12 月の答申に遡りたい. そこでは, ｢学習意欲の向上

を目指した教育の双方向化・システム化｣ として, 以下

のような言がある.

情報通信技術の活用は, 教育の双方向化・システム

化を飛躍的に推進する可能性を秘めており, その普及

が望まれるが, それ自体はあくまで教育の手段であっ

て, 目的ではない. 各大学にとって, それぞれが目指

している学習成果や, 教育研究上の目的の達成にとっ

て有効か, 対面授業に準ずる教育効果が確保されるの

か, などの適切な判断が求められる. (中央教育審議

会 2008: 23).

そこで述べられている ｢教育の双方向化｣ が具体的に

何を指し示すのかについての記述は見当たらないのだが,

教員から学生への一方向的な知識の伝達・注入を中心と

した授業ではなく, 教員と学生 (あるいは学生と学生)

との対話型／コミュニケーション志向的な授業であると

すれば, ここでもやはり, 双方向性の特性をもつ ICT

の有用性は高い.

また, ｢教育の双方向化｣ ( ｢授業の｣ ではない) を鑑

みるに, そこでは教室での対面授業に限定されない, 広

い意味が宿されていると推測できる. このヒントが ｢具

体的な改善方策 大学に期待される取組｣ として以下の

ようにある.

学習の動機付けを図りつつ, 双方向型の学習を展開

するため, 講義そのものを魅力あるものにするととも

に, 体験活動を含む多様な教育方法を積極的に取り入

れる.

学生の主体的・能動的な学びを引き出す教授法9を

重視し, 例えば, 学生参加型授業, 協調・協同学習,

課題解決・探求学習などを取り入れる. 大学の実情に

応じ, 社会奉仕体験活動, フィールドワーク, インター
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ンシップ, 海外体験学習や短期留学等の体験活動を効

果的に実施する. 学外の体験活動についても, 教育の

質を確保するよう, 大学の責任の下で実施する (中央

教育審議会 2008: 23-24).

さらに, ｢国によって行われるべき支援・取組｣ とし

ては, ｢少人数指導の推進や情報通信技術の活用などに

必要な施設・設備の整備を含め, 教育方法の改善に向け

た優れた実践を支援する｣ (中央教育審議会 2008: 24)

との記述を見つけることができる. これは時を前後して,

文部科学省が実施する各種GPプログラムとして具現化

しているほか, 平成 24 年度 ｢私立大学教育研究活性化

設備整備事業｣10 についても, その流れを汲むものとし

て見ることができる.

最後に, 今年 (2013 年) になってから提出された 3

本の資料について, 時系列に沿って確認する. まずは教

育再生実行会議 (第三次提言) である. そこでは前掲の

中教審答申 (2012) を以下のように概ね再確認しつつ,

各大学における学習環境整備の例として, タブレットの

活用, ラーニング・コモンズやライティングセンターの

整備を挙げている (教育再生実行会議 2013: 16).

大学は, 課題発見・探求能力, 実行力といった ｢社

会人基礎力｣ や ｢基礎的・汎用的能力｣ などの社会人

として必要な能力を有する人材を育成するため, 学生

の能動的な活動を取り入れた授業や学習法 (アクティ

ブラーニング), 双方向の授業展開など教育方法の質

的転換を図る. また, 授業の事前準備や事後展開を含

めた学生の学修時間の確保・増加, 学修成果の可視化,

教育課程の体系化, 組織的教育の確立など全学的教学

マネジメントの改善を図るとともに, 厳格な成績評価

を行う. 国は, こうした取組を行う大学を重点的に支

援し, 積極的な情報公開を促す. 企業, 国は, 学生の

多彩な学修や経験も評価する (教育再生実行会議

2013: 6).

次に, 教育振興基本計画 (平成 25 年 6 月 14 日 閣議

決定) である. そこでは, 基本施策 8 として, ｢学生の

主体的な学びの確立に向けた大学教育の質的転換｣ を掲

げ, 以下のように, やはり中教審答申 (2012) をフォロー

している. また, ｢学生の主体的な学修のベースとなる

図書館の機能強化, ICT を活用した双方向型の授業・

自修支援や教学システムの整備など, 学修環境整備への

支援｣ (教育振興基本計画 2013: 46) についての記述

もある.

学士課程教育においては, 学生が主体的に問題を発

見し, 解を見いだしていく能動的学修 (アクティブ・

ラーニング) や双方向の講義, 演習, 実験等の授業を

中心とした教育への質的転換のための取組を促進する

(教育振興基本計画 2013: 45).

そして, 8 月に提出された, 科学技術・学術審議会

学術文科会 学術情報委員会 (審議まとめ) では, 中教

審答申 (2012) 以後の方向性を踏襲し, 以下のようにま

とめている.

このように, アクティブ・ラーニングの推進など,

大学教育改革として, 学生の授業時間外における自主

的学修を増加させるとともに, ICT の活用により教

育の質的向上を図る必要があり, そのための場所・ツー

ルとなる学術情報基盤の整備が極めて重要になってい

る (科学技術・学術審議会 学術文科会 学術情報委員

会 2013: 2).

さらに, 今後の展開として, ｢授業を受ける教室や自

主学修のための図書館を中心とした物理的空間と ICT

の活用によりコンテンツの相互利用を図る仮想空間を組

み合わせ, 効果的な学修を展開するための基盤整備を推

進することが重要である｣ との考え方が示された (科学

技術・学術審議会学術文科会学術情報委員会 2013: 9).

以上, 本節では, 中教審答申等を紐解きながら, 学士

課程教育における質的転換／アクティブ・ラーニングと

ICT 活用の親和性の高さについて確認した. 次節では,

大学教育における ICT 活用, とりわけ, クラウドサー

ビス／ソーシャルメディアの教育活用について, そのい

くつかの側面を捉えていくとともに, その意義や有用性

をも見ていきたい.

3 . クラウドサービス／ソーシャルメディアの

教育活用
本学においては以前から, インターンシップやサービ

ス・ラーニング, 海外研修といった教室外学修プログラ

ム等を学生へ提供するとともに, 学内の ICT 環境整備
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にも力を入れてきており, まさに, 前掲の答申等を先取

りした教育を行ってきたと言える. たとえば, 佐藤・影

戸 (2007) は, 国際交流イベント (WYM: World

Youth Meeting11) において, ICT を活用して, 学習の

プロセスの記録と共有を支援し, 学生の内省を促進する

ことで, 学習活動全体としての成果の向上を目指した.

とくに, SNS12を活用した学習環境により, 活動のプロ

セスが学生により記録・蓄積され, 教員としては, 学生

の記録を俯瞰することで, 状況に応じた対面指導を展開

していくことができたという. そこでの, 教育／学習プ

ロセスをSNSに閉じず, 対面指導という別空間のコミュ

ニケーションへと接続していく実践は, ICT の教育活

用を考える上で示唆的である.

大学教育において, SNS やソーシャルメディアを有

効に活用／実践している事例については他にも多く散見

できる. たとえば, 村上・岩� (2008) は, LMS

(Learning Management System) と SNS について,

前者が主として授業を中心とした支援を行うシステムで

あるのに対して, 後者は支援の対象を授業中心とするの

ではなく, 大学全体と範囲を拡張することができるとし

ている. また, 日記を書いたり, コミュニティを作成す

ることなどによって, 授業以外での学生同士の交流, 教

員や職員との多様なコミュニケーションも支援すること

ができるとも述べている. 他にも具体的な実践として,

小学校での英語学習のためのビデオ教材制作において,

学生と現役の小学校教員とが意見交換するためのコミュ

ニティを SNS 上に作成したケースがある. そこで学生

が現場の教員の意見を読むことで多様な視点を知り, 返

事を書くというプロセスの中で, 自分の企画について内

省する機会を得て, 企画を遂行することに役立てていた.

そうしたいくつかの実践から, 大学で SNS を運用する

際に重要になるのは, パーソナルな情報の提供, 参加者

にとって役に立つ情報の共有であると述べている. また,

大学 SNS の活性化を行うためには, 授業に関するコメ

ントを書くだけではなく, 自己紹介や日記などのパーソ

ナルな情報をいかに書いてもらうか, といった点が重要

になるという.

村上 (2012) は, 学生にとって身近なソーシャルメディ

アを活用して教育実践を行うことによって, 学生の授業

内容に対する動機づけを高めること, 授業内外における

教員と学生および学生同士のコミュニケーションを支援

することができるとし, ソーシャルメディアを大学教育

の実践に活用することの意義について検討し, 事例を紹

介している. たとえば, 大学での授業中にクリッカー13

や携帯電話を用いた試みと Twitter14の活用とを比較し,

それらの間の大きな違いとして, 学生のコミュニティ形

成を捉え, 後者の場合, 他の学生の意見 (ツイート) を

確認し, さらに学生同士の交流も可能であるという面に

着目している. そして, そこでは, 一緒の授業を受けて

いるといった気持ちが生じ, 授業内のコミュニティ形成

が促進されることが期待されるという. また, 学生同士

の関係性が高まってコミュニケーションが活発になるこ

と, 日常生活で感じた気づきなどを授業と関連づけるこ

となどが可能になるとも述べている. そして, ソーシャ

ルメディアを教育実践に利用する場合の重要なポイント

として, 以下の諸点を挙げている. ソーシャルメディア

を活用する授業をデザインする上で, なぜそのメディア

を利用するのか, 教育目標は何なのかを明確にしておく

必要がある. すなわち, そのメディアを使う文脈を学生

に感じさせること. ソーシャルメディアの利用に関して,

教育目標ときちんと関連付けられていること. 新しいメ

ディアを教育実践に活用する際に留意すべき点として教

員がそのメディアに慣れていること. 学生や生徒がどの

ようなメディアを利用しているかを知ること, すなわち,

対象となる学生のメディア利用状況を大まかに把握した

上で, 学生に教育実践で活用するメディアについての知

識をしっかりと説明することである.

大学における SNS の教育活用, とりわけ, 授業にお

いての実践は他にも多くある15. たとえば, 渡辺 (2008)

は, CMS (Content Management System: コース管理

システム) と SNS について, 前者が学習活動を直接支

援するのに対して, 後者ではモチベーションの向上等に

寄与することで学習活動を間接的に支援できる可能性が

あるという観点から, 大学教育での SNS の利用実践を

行っている. そして, SNS 上の日記やコミュニティで

の投稿内容 (①研究室等の大学内コミュニティでの活用,

②OB・OG とのコミュニケーションの場, ③学生生活

の情報交換・相互支援の場, ④科目および科目外学習の

相互支援の場) を分析した結果, 学習活動や学生生活の

支援として, その有効性を見いだしている.

入江 (2009) は, 授業運営において SNS の活用を探

索的に行い, そこでの記録を質的に分析し, 教育・学習

への利用の可能性を考察している. そこでは, 教員の立

場としては, SNS は授業改善の効果的なツールの一つ
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であることを実証し, 学生の視点に立てば, 教員主導の

教育から学習者中心の学習へ重心が移動したことを示唆

している. すなわち, SNS を利用することにより, 自

分の意見を述べたり, 授業を振り返ったり, 学生同士で

協調して学習することができ, 学生が情報発信者として

学習に積極的に関与することを意味しているという.

佐久本ほか (2010) は, 情報系科目の演習授業におい

て, 学内 SNS を活用し, そこでの有用性と, 授業支援

システムとして設計されていない SNS を教育の現場,

特に ｢授業｣ で利用する際の留意点を明らかにし, SNS

を活用した教授方法の蓄積や新たな教授方法を開拓して

いる. 有用性としては, 教員側にとっては, 学生から書

き込まれた感想や要望などから, 教員自らの教授法の自

己点検ができた点, 課題の提出に SNSを利用した場合,

学生同士が提出された課題をお互いに見ることで各々の

学生で取り組んだ内容を振り返ることができた点などを

挙げ, ｢協調学習｣ の可能性を確認している. 留意点と

して, あるいは課題として, 学生間の協調学習を促し学

習効果を上げるためには, 担当教員が授業設計の段階か

ら SNS の活用を前提とした学生間の協調学習を促すよ

うな何らかの仕組みを構築する必要があると指摘してい

る. その具体例としては, 学生に対し SNS の利用を口

頭で指示するだけではなく, シラバス上で明確に表記し,

履修登録段階から受講生に周知徹底させること, グルー

プで取り組む宿題を毎週出題し, 必須のツールとして学

生に SNSを活用させるという方法等を提起している.

佐々木・笹倉 (2010) は, 実習を中心としたコンピュー

タリテラシの授業における学習サポートの場として,

SNS を活用し, ブレンデッド型学習による授業実践を

行っている. その結果, 学習者の課題達成度および授業

満足度が上昇し, 学習者間の交流が活発になるという結

果が得られたという. そこでは, 学生同士の教え合いの

場として機能するなど, SNS を有効に活用した活動が

見られた一方, 間違った知識に基づく教え合いが発生し

た場合の訂正作業など, 教員が授業時間外の学習サポー

トに費やす労力の増加が必要となることを明らかにして

いる.

西出 (2012) は, SNS が学部教育にもたらす効果や

有用性について, 約 5年間にわたる運営をもとに整理し

ている. とくに, SNS の個別的な教育効果ではなく,

学部単位の SNS が形成するオンライン・コミュニティ

にどのような意義や可能性があり, 学部の教育実践にど

のように有効に機能しうるのかを議論している. 結論と

しては, 学部の情報流通と情報交流の促進, 教育プロセ

スの蓄積, クローズドでパブリックな教育的空間として

の役割, 以上 3点が学部教育における重要な意義であっ

たとしている. また, そうした効果を得るためには, 学

生自身が主体的に利用して学部のオンライン・コミュニ

ティの形成に積極的にコミットすると同時に, 教員も根

気強く丁寧に関与することが必要であると述べている.

長谷川ほか (2013) は, SNS の教育利用の可能性と

ソーシャルラーニングシステムの教育効果について,

Twitter などの SNS を利用した例や, ソーシャルリー

ディングシステム Libra16を使ったソーシャルラーニン

グの実践 (実証実験) を通して議論している. また, そ

の際に, iPad 端末も利用されている. 実践のなかでは,

直接面識のない在学生と卒業生や他大学の学生との間に

コメントの共有や教え合い・学び合いの情報交換が行わ

れる場面が見られたという. そして, ソーシャル環境は,

情報交換が容易な学び合いの場として有効であり, さま

ざまな可能性が広がっていくと結論づけている.

籠谷 (2013) は, SNS を教育に利用した場合の匿名

性, 特に ｢手がかり情報｣ (表情や身振り, あるいは声

のトーンなど, コミュニケーションにおいてメッセージ

本体とは別に送り手から発せられる情報) の不足の影響

について, オンライン合同ゼミ ｢5 大学合同社会分析プ

レゼンコンペティション｣ のインタビュー調査をもとに

考察している. また, その中で, 道具的なコミュニケー

ション, つまり何らかの目的を達成するためのコミュニ

ケーションにおいては文字情報 (文字ベースでの情報発

信) が中心的な役割を果たすことから, ソーシャルメディ

ア (文字以外の手段による意思表示がしやすい) に習熟

している学生たちに対しては, 習熟しているからこそ,

文字を中心にしたコミュニケーションに接する機会を設

けることが, 大学という教育機関に求められると述べて

いる.

さらに, 大学教育における (狭義の授業以外での) 具

体的な文脈での SNS／ソーシャルメディアの活用を捉

えた事例も散見できる17. たとえば, 高木 (2009) は,

社会福祉士国家試験対策において, 講義以外の場の情報・

意見交換があれば, そこで受験生同士が刺激しあう関係

ができれば, モチベーションを上げることにも良い影響

を与える可能性があることを念頭に, 学内 SNS を活用

し, その有用性を考察している. また, 野寺ほか
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(2010) は, 海外研修の際に学内 SNS を活用すること

が, 研修に参加した学生の学習動機に与える影響を実験

的に検討している. 望月・北澤 (2010) は, 教育実習の

文脈に SNS を活用して, その振り返りを促進するとと

もに, 教育実習生が実習期間中に身近なソーシャル・サ

ポートを得られるように, 教育実習実践コミュニティを

デザインしている.

最後に, 本稿で取り上げるクラウドサービス Google

Apps の教育活用について扱ったものとしては, 中田ほ

か (2010) がある. そこでは, 組織 (大学等の教育機関

に限らない) におけるGoogle Apps の利用法について,

管理的な側面にも適宜言及しながら, 体系的に整理して

いる. また, 書名のなかに ｢教科書｣ とあるとおり, 各

アプリケーションの具体的な使用手順についても丁寧に

記述されており有益である18.

現在, Google Apps については多くの大学・高等教

育機関で実際的な運用がなされているが19, 学術論文等

として提出されたものはそれほど多くない20. たとえば,

鷲尾 (2011) は, 授業や公開講座などで Google Apps

の多岐にわたるサービスを活用し, それが教育を支援す

る教育クラウドとして活用できる可能性を検証している.

そこでは具体的に 6つの活用場面を挙げている. ①学生

の声を収集し授業にフィードバックするツールとして利

用する. ②授業記録・授業情報の発信ツールとして利用

する. ③学生の学習ツールとして利用する. ④学生の学

習ポートフォリオとして利用する. ⑤受講者同士の交流,

学び合いのためのグループコミュニケーションツールと

して利用する. ⑥クラウドツールの活用そのものを情報

教育の学習対象とする. そして, 実践から浮かび上がっ

た課題として, 次の 2点に言及している. 第一に, 学習

者集団の学び合いを促すグループ学習を直接的に支援す

るツールとして, どのように利用していくかを検討する

こと, 第二に, Google が革新的なクラウドサービスで

あるがゆえに生じる, その持続可能性への不安を解消す

ることである.

以上, 本節では, 大学教育における ICT 活用, とり

わけ, クラウドサービス／ソーシャルメディアの教育活

用について, そのいくつかの側面を捉えていくとともに,

その意義や有用性を確認した. さらに, Google Apps

の教育活用についても参照し, 本学教育のさらなる質的

転換を促す上でも有用であると推察するに至った. 現在,

筆者は, この Google Apps が本学の教育改善に資する

ものであるとの考えのもと, その教育活用を推進するべ

く, プロモーション用ビデオコンテンツを開発している.

次節ではそのコンセプトと特徴, 全体像と構成について

述べる.

4 . Google Apps の教育活用を推進するビデオ

コンテンツの開発
4.1 ビデオコンテンツの特徴

ICT 活用授業を推進する FD教材として, 名古屋大学

高等教育研究センターが開発した 『ティップス先生から

の 7 つの提案〈IT 活用授業編〉』 がある21. 中井・中島

(2008a) はその開発過程の詳細を明らかにしており,

開発のコンセプトとして, 次の 3点を挙げている. 第一

に, 具体的で大学教員が容易に行える実践手法をまとめ

ること, 第二に, 学内の優れた授業のノウハウを広く共

有するための具体的な方法を提供すること, そして, 第

三に, 学生の授業への主体的参加を促すための実践手法

を示したものとすることである.

このように, それは学生の能動的な授業参加を促すた

めの働きかけの方法について, ICT を活用することで

その選択肢を広げることを趣旨の一つとしており, 筆者

の志向と一致している. この点において, 同教材は筆者

がビデオコンテンツを開発するにあたってのモデルとなっ

た. ただし, それが FD教材として, すなわち教員を主

たる対象と措定しているのに対して, 筆者のビデオコン

テンツは目的のひとつとして, 学生による情報発信や,

教員と学生 (あるいは学生同士) の情報共有と協働学習

の促進を掲げており, それが故に, 想定する視聴者とし

て教員と学生をことさらに区別してはいない. というの

も, 2 節で参照したような質的転換後の教育において,

両者の境界を明確に画定することは困難だと考えるから

である.

また, 中井・中島 (2008b) は, 同教材の FD の観点

からの有用性を評価することを目的として, 全国の大学

の FD企画・実施担当者を対象としてアンケート調査を

行っている. そこでは, ICT を活用した教育自体に対

する心理的抵抗に関する意見も見られたという. すなわ

ち, 意図せざる結果として, ｢ICT を活用した教育を,

対面教育と対立するものとして｣ 捉えられた側面がある

のだと. 筆者がビデオコンテンツを開発するにあたって

は, こうした懸念を意識的に回避するためにも, ｢Google

Apps の活用は, 対面教育・授業の質向上を意図した,

日本福祉大学全学教育センター紀要 第 2号 2014 年 3 月

― 80 ―



補完的なツールである｣ ことをメッセージとして, ビデ

オ中において幾度となく強調した. さらに, 鈴木

(2013) が説得的に述べているように, ｢メディアを活用

することが目的ではなく, 学びを支援するためのコミュ

ニケーションをどう成立させるのかを工夫する｣ ことに

も配慮した.

4.2 ビデオコンテンツの概要

ビデオコンテンツは, 導入部と4つの活用事例／ストー

リー, エンディングによって構成する. 導入部では,

Google Apps のユニークな特徴をいくつか紹介する

(図 1, 表 1). それは, インターネット接続環境を前提

として, 利用する場所や端末に依存しないこと,

Google ドライブ上で各種のデータを作成し, 柔軟に共

有と共同編集ができること, Google＋における ｢共有｣

と ｢コミュニティ｣, そして, Google Apps の各種サー

ビスのプラットホーム的な位置づけ, ウェブカメラを利

用したハングアウト (ビデオ通話) によるコミュニケー

ションが容易なことである.

4.3 4 つの活用事例／ストーリー

導入部に続いて, メインとなる4つの活用事例／ストー

リーでは, 本学における教育で, Google Apps の活用

が想定される, 具体的な文脈を提示することによって,

視聴者に ｢こんな場面で使えそう／使えるかも｣ という

活用イメージをもたせることを主眼としている (図 2).
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No 構成要素 構成要素の内容

1

利用する場所や
端末に依存しな
いこと
(インターネッ
トに繋がってい
ることを前提と
して)

・学校や自宅のほか, 通勤・通学など
の移動中や外出先などでも利用する
ことができる.
・美浜キャンパスは無線 LAN環境が
整備されているので, 情報教室以外
のさまざまな場所で利用できる.
・最近は, 空港やカフェ, ファストフー
ド店, ホテルなど, さまざまな場所
で無線LAN環境が提供されている.
・たとえば, 美浜キャンパスの周辺で
あれば, 美浜ナチュラル村, ジョイ
フルファーム鵜の池, 美浜町総合公
園体育館などがある.
・パソコン以外にも, スマートフォン
やタブレットなどのモバイル端末な
ど, さまざまな端末で利用すること
ができる.
・また, Android, iOS, Windows な
ど, 端末に搭載されているOSに依
存しない.

2

Google ドライ
ブ：オンライン
ストレージと各
種アプリケーショ
ンを組み合わせ
たサービス

・最大30GBの保存容量データ (写真,
動画, ドキュメントなど) をオンラ
イン上に保存し, また容易に特定の
他者／グループと共有することがで
きる.
・学内ファイルサーバ (Oドライブ：
美浜共有) と比べて, 柔軟な運用
(共有設定) が可能である.
・端末に問題が起きても, ファイルは
Google ドライブに安全に保管され
ており, セキュリティの観点からも
安全性が高い.

3

Google＋ に お
ける ｢共有｣ と
｢コミュニティ｣,
そして, Google
サービスのプラッ
トホーム

・誰と情報を共有するのかを柔軟に設
定できる. 特定の他者 (一人でも複
数人でも), グループ (Google＋で
はサークル概念), 一般公開 (全員
に).
・テキスト以外にも, Web サイトの
リンク, 写真や動画, ハングアウト
(ビデオ通話) など, さまざまな種
類の情報を共有することができる.
・Google ドライブと連携することに
よって , オフィス系ファイル
(Word, Excel, PowerPoint など)
を共有するプラットホームとしても
利用可能.

4

ハングアウト
(ビデオ通話)
によるコミュニ
ケーション

・ウェブカメラがあれば, 相手の顔を
見ながら, ハングアウト (ビデオ通
話) が簡単にできる.
・従来型のメールやテキストチャット
などのオンライン上のコミュニケー
ション, あるいは電話 (音声通話)
は, 相手の表情が見えずに, すれ違
いや誤解が生じやすいものだが, 顔
の見えるビデオ通話であれば, リア
ルタイムに, より豊かなやり取りが
可能になる.
・ビデオ通話は一度に最大 10 人まで
可能であり, 参加者間で, 画面共有
や, ファイルの共同編集ができる.

表 1 導入部の構成要素 (詳細)
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図 1 導入部の構成要素 (概要)
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図 2 4 つの活用事例／ストーリー



たとえば, ①ゼミ／少人数授業であれば, 大きく 3つ

のフェーズ (前期, 夏休み, 後期) に沿って, 前期のゼ

ミページ作成 (Google＋上のコミュニティ) に始まり,

ゼミコンパやゼミ合宿などの諸活動, ゼミレポートや卒

論の作成／相互レビュー／添削, そして, 年度末の卒論

発表会へと至る, 1 年間のゼミ／少人数授業における具

体的な活用シーンを描いている (図 3). 同様に, 本学

教育における, ②各種実習, ③フィールドワーク, ④イ

ベントについても, Google Apps を有効に活用するシー

ンの映像化を企画している (図 4-6).

なお, 昨今, 大学においても (学生に限らず), クラ

ウドサービスや SNS の利用にあたって, 情報漏洩やプ

ライバシー侵害など, さまざまなトラブルが生じている.

かかるリスクの予防を目的として, ビデオのストーリー

中では, あくまで Google Apps の利用促進を前提とし

つつも, 基本的な情報モラルについて言及し, 注意喚起

を行っていることを付言する.
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図 5 ｢③フィールドワーク｣ のストーリー構成

図 4 ｢②各種実習｣ のストーリー構成
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5 . おわりに
以上, 本稿ではまず, 大学外の動きとして, 学士課程

教育における質的転換／アクティブ・ラーニングへの転

換の背景や流れについて, 中央教育審議会答申等の政府

機関資料に基づきながら, とくに ICT 活用と関連づけ

つつ確認した. そして, そこで謳われている大学教育の

質的転換／アクティブ・ラーニングの達成に有効な手段

として ICT を措定し, クラウドサービス／ソーシャル

メディアの教育活用の事例をレビューした. そこでは,

Google Apps (Google＋) の有用性 (情報共有や協働

学習の促進に資する点) や, とくに意義が認められる活

用シーンを捉え, 本学における教育のいかなる場面で効

果的な活用が可能かを探った. その後, 現在開発中の

｢Google Apps の教育活用を推進するビデオコンテンツ｣

について, そのコンセプトと特徴, 全体像と構成を詳述

した.

なお, このたび構想したビデオコンテンツは, ウェブ

上での公開のほか, 本学教職員に対しては FD等の機会

において紹介し, その後も Google Apps 自体の個別的

な試行・運用支援を行う予定である. また, コンテンツ

自体の評価については, 中井・中島 (2008b) を参照し

つつ, アンケートやヒアリングなど, 利用実態調査を通

して, 複合的に行い, さらに, それらを踏まえて, 継続

的なコンテンツ改修 (ブラッシュアップ) にも努めたい

と考えている.

[注]

1 総務省 (2013: 468) によれば, インターネット等のブロー

ドバンド回線を経由して, データセンタに蓄積されたコン

ピュータ資源を役務 (サービス) として, 第三者 (利用者)

に対して遠隔地から提供するもの. なお, 利用者は役務と

して提供されるコンピュータ資源がいずれの場所に存在し

ているか認知できない場合がある.

2 情報政策課／ICT 推進室が, サービス開始にあたって,

『｢Google Apps for 日本福祉大学｣ 利用細則』 及び

『Google Apps利用上の注意』 を作成し, 情報セキュリティ

に関する注意喚起を行っている. また, 提供するサービス

については, セキュリティ等を勘案し, Google＋, ドラ

イブ, カレンダー, ハングアウト, YouTube などに限定

されている.

3 総務省 (2013: 469) によれば, ブログ, ソーシャルネッ

トワーキングサービス (SNS), 動画共有サイトなど, 利

用者が情報を発信し, 形成していくメディア. 利用者同士

のつながりを促進する様々なしかけが用意されており, 互

いの関係を視覚的に把握できるのが特徴.

4 総務省 (2013: 467) によれば, Social Networking Service

(Site) の略. インターネット上で友人を紹介しあって,

個人間の交流を支援するサービス (サイト). 誰でも参加

できるものと, 友人からの紹介がないと参加できないもの

がある. 会員は自身のプロフィール, 日記, 知人・友人関

係等を, ネット全体, 会員全体, 特定のグループ, コミュ

ニティ等を選択の上公開できるほか, SNS 上での知人・

友人等の日記, 投稿等を閲覧したり, コメントしたり, メッ

セージを送ったりすることができる. プラグイン等の技術

により情報共有や交流を促進する機能を提供したり, API

公開により連携するアプリケーション開発を可能にしたも

のもある.

5 ｢Google Apps for Education｣ 公式ホームページは, そ

のメリットとして, ｢共同作業が可能な学習環境｣ を挙げ

ている. ｢Google Apps のユニークな点は, すばやく簡単

にコラボレーションできることです. Google のウェブサ

イト作成ツールとドキュメント作成ツールは, リアルタイ

ム編集機能, 高度な共有管理機能, シームレスな互換性を

備えています. 21 世紀の学習環境として理想的です｣.

6 中央教育審議会 (2012: 37) によれば, 教員による一方向

的な講義形式の教育とは異なり, 学修者の能動的な学修へ

の参加を取り入れた教授・学習法の総称. 学修者が能動的

に学修することによって, 認知的, 倫理的, 社会的能力,

教養, 知識, 経験を含めた汎用的能力の育成を図る. 発見

学習, 問題解決学習, 体験学習, 調査学習等が含まれるが,

教室内でのグループ・ディスカッション, ディベート, グ

ループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法

である.

7 本稿執筆時点 (2013 年 9 月) においては一部活用シーン

(ゼミ／少人数授業) を先行して開発を進めており, 2013

年中にすべてを完成し公開する予定である.

8 中央教育審議会 (2012: 38) によれば, 教育活動の一環と

して, 一定の期間, 地域のニーズ等を踏まえた社会奉仕活

動を体験することによって, それまで知識として学んでき

たことを実際のサービス体験に活かし, また実際のサービ

ス体験から自分の学問的取組や進路について新たな視野を

得る教育プログラム. サービス・ラーニングの導入は, ①

専門教育を通して獲得した専門的な知識・技能の現実社会

で実際に活用できる知識・技能への変化, ②将来の職業に

ついて考える機会の付与, ③自らの社会的役割を意識する

ことによる, 市民として必要な資質・能力の向上, などの

効果が期待できる.

9 これに先立つ, 中央教育審議会大学分科会 制度・教育部

会 (2008) では記載のあった, ｢アクティブ・ラーニング｣

の表記が, 不可思議なことに, ここでは確認することがで

きない.

10 本学は, 申請区分A (主体的な学びへの転換を図り, 学生

の学修効果を最大限発揮するための効果的な教育を行うた

めの環境を整備する取組) として, ｢２つの学修 PDCAサ

イクルの連動による主体的学習拠点の整備｣ が採択された.

11 World Youth Meeting 2013 公式ホームページを参照.

12 ここで活用されたのは, オープンソース方式で開発を行っ

てきた SNS 構築ソフトウエア OpenPNE をもとに開発さ

れた学内専用の SNS で, 本学の全学向け情報システム
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｢nfu.jp｣ に組み込まれている.

13 中央教育審議会 (2012: 38) によれば, 学生一人一人が手

のひらサイズのリモコンを持ち, 講義中に出される質問に

対してリモコンの番号を押して回答するシステムで, 学生

の回答は瞬時に集計され, 結果がグラフ等でスクリーンに

映し出される. 講義者と学修者の双方向コミュニケーショ

ンを可能にするツールの一つであり, 学生の集中力を保つ

とともに, 学生の理解度をその場で把握して授業に反映す

ることができ, 授業の質を高めるうえで効果的な方法の一

つとされている.

14 総務省 (2013: 467) によれば, 個々のユーザーが ｢ツイー

ト｣ (tweet) と呼ばれる 140 文字以内の ｢つぶやき｣ を投

稿し, そのユーザーをフォローしているユーザーが閲覧で

きるサービス. タイムラインと呼ばれる自分のページには

自分の投稿と自分がフォローしているユーザーの投稿が時

系列順に表示される. RT による他人のツイートの引用,

ハッシュタグによる特定のテーマでのやり取り等の仕組も

取り入れられ, API の公開により, 様々なサービスが開

発されている.

15 たとえば, 渡辺 (2008), 入江 (2009), 佐久本ほか (2010),

佐々木・笹倉 (2010), 西出 (2012), 長谷川ほか (2013),

籠谷 (2013).

16 ロゴスウェア社が開発した, ライブラリシステム. 同社ホー

ムページの製品情報によれば, 電子ブック ｢FLIPPER｣

を本棚型で整理し, 強力な検索機能で求めている情報に素

早くアクセスするためのサーバーシステム.

17 たとえば, 高木 (2009), 野寺ほか (2010), 望月・北澤

(2010).

18 初版が 2010 年 3 月であり, Google の進化の早さからする

と, 古びた感が否めない. 出版後に提供されたサービス群

(Google＋やハングアウト) についての記述のアップデー

トが待たれる.

19 帝塚山大学の情報教育研究センターの公式ホームページを

参照すると, 学生へ提供するストレージとして, ファイル

サーバから Google ドライブへ移行したことがうかがえ,

ドラスティックな試みとして興味深い.

20 NII 論文情報ナビゲータ CiNii で ｢Google Apps｣ を検索

したところ, 24 件がヒットした (2013 年 9 月 17 日取得).

それらについて, タイトルや妙録などを参照して大まかに

分類すると, 構築と運用 (システム) に関するものが 9件,

商業誌掲載の情報提供的な類いのものが 12 件, そして,

教育活用に関するものが次の 3 件である. 鷲尾 (2011),

横田 (2011), 吉田 (2011).

21 前文には, ｢大学教員やティーチングアシスタントが新し

い情報通信技術であるインターネットやメールなどを活用

して, よりよい教育を実現するための提案と具体的なアイ

ディアをまとめたものです. つまり, この IT 活用授業編

は, これまで開発した教員編を IT という観点から充実・

発展させた内容になっています｣ とある.

また, ここでの IT とは, メール, 掲示板, インターネッ

ト上のウェブサイト, 自分で制作するウェブサイト, 授業

支援システムであるWebCT の 5 つであり, それらを活用

した授業の実践手法を, 次のように 7つのカテゴリーで分

類・整理している.

�学生と接する機会を増やす, �学生間で協力して学習さ

せる, �学生を主体的に学習させる, �学習の進み具合を

ふりかえらせる, �学習に要する時間を大切にする, �学

生に高い期待を寄せる, �学生の多様性を尊重する.

[文献]
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